
１
、
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後
な
ど
に
は
、
必
ず
手
を
洗
い

　
　
ま
し
ょ
う
。

２
、
下
痢
や
お
う
吐
等
の
症
状
が
あ
る
人
は
、
食
品
を
直
接

　
　
取
り
扱
う
作
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
、
感
染
者
に
接
す
る
人
は
、
便
や
お
う
吐
物
を
適
切
に
処

　
　
理
し
、感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
衣
服
・

　
　
物
品
や
嘔
吐
物
を
洗
い
流
し
た
場
所
の
消
毒
は
塩
素
系

　
　
消
毒
剤
や
漂
白
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

４
、
特
に
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
抵
抗
力
の
弱
い
人
は
、

　
　
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し

　
　
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
調
理
器
具
等
は
使
用
後
に

　
　
洗
浄
、
殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

ノロウイルスへの感染を
予防しましょう

感染
ノロウイルスの感染経路

発症

生の二枚貝
に蓄積

発症

う
。
脱
水
症
状
が
ひ
ど
い
場
合

に
は
病
院
で
点
滴
を
行
う
な
ど

の
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
下
痢
止
め
薬
は
、
病
気
の
回

復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
使
用
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
。

症
状

　
潜
伏
期
間
（
感
染
か
ら
発
症

ま
で
の
時
間
）
は
24
～
48
時
間

で
、
主
症
状
は
吐
き
気
、
お
う

吐
、
下
痢
、
腹
痛
で
あ
り
、
発

熱
は
軽
度
で
す
。
通
常
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
１
～
２
日
続
い
た

後
、
治
ゆ
し
、
後
遺
症
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
感
染
し
て
も

発
症
し
な
い
場
合
や
軽
い
風
邪

の
よ
う
な
症
状
の
場
合
も
あ
り

ま
す
。

予
防
方
法

　
感
染
し
た
人
の
便
や
お
う
吐

物
に
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
排

出
さ
れ
ま
す
。
人
か
ら
人
へ
の

直
接
感
染
、
飛
沫
感
染
を
予
防

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
予
防

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
一
年

を
通
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

特
に
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
手
指
や
食

品
な
ど
を
介
し
て
、
口
か
ら
感

染
し
、
ヒ
ト
の
腸
内
で
増
殖
し
、

お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
を

起
こ
し
ま
す
。
健
康
な
人
は
軽

症
で
回
復
し
ま
す
が
、
子
ど
も

や
お
年
寄
り
な
ど
で
は
重
症
化

し
た
り
、
吐
い
た
物
を
誤
っ
て

気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
こ
の
ウ
イ

ル
ス
に
効
果
の
あ
る
抗
ウ
イ
ル

ス
剤
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
治
療
は
点
滴
な
ど
の
対
症

療
法
に
限
ら
れ
ま
す
。
特
に
、

体
力
の
弱
い
乳
幼
児
、
高
齢
者

は
、
脱
水
症
状
を

起
こ
し
た
り
、
体

力
を
消
耗
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
、
水
分
と
栄
養

の
補
給
を
充
分
に
行
い
ま
し
ょ

ノロウイルス

バイバイ

河川  海

ヒトの腸内
で増殖

手指・調理器具
を介して食品へ

食品

便・吐物処理の
際には感染吐物
の乾燥粒子を吸
収し感染

下水

便 吐物

感染者の便・吐
物には多量のノロ
ウイルスが存在
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デトックス食材で

スッキリ！

レ シ ピ

　「も
う
正
月
に
は
太
ら
な
い
」と
誓
っ

て
か
ら
一
年
。
太
る
の
は
、
正
月
だ
け

で
は
な
い
と
知
り
な
が
ら･･･

気
づ
か

な
い
ふ
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　日
々
の（
脂
肪
の
）積
み
重
ね
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
年
末
年
始
。
少
し
で
も
体

重
増
を
免
れ
た
い
私
は
、
昨
年
、
カ
ロ

リ
ー
抑
え
め
の
「
根
菜
鍋
」
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
カ
ロ
リ
ー
を
抑

え
つ
つ
、〝
し
っ
か
り
出
す
〟
こ
と
に

も
注
目
。

　〝
し
っ
か
り
出
す
〟
と
は
、
便
通
を

良
く
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、

生
活
の
中
で
、
排
気
ガ
ス
や
食
べ
物
か

ら
、
か
ら
だ
に
取
り
込
ん
だ
「
毒
素
」

を
排
出
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
デ
ト
ッ
ク
ス
」
で
す
。

　目
先
の
体
重
減
や
将
来
の
健
康
の
た

め
に
も
、｢

毒
素｣

た
ち
を
追
い
出
し
、

健
康
で
美
し
い
か
ら
だ
つ
く
り
を
し
た

い
も
の
で
す
。

　デ
ト
ッ
ク
ス
に
は
、
岩
盤
浴
や
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
断
食
な
ど
の
方
法
も

あ
り
ま
す
が
、
普
段
の
食
生
活
で
も
意

識
す
る
だ
け
で
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　デ
ト
ッ
ク
ス
レ
シ
ピ
の
基
本
は
、
食

物
繊
維
を
多
く
含
ん
だ
食
材
、
つ
ま
り

〈材　料〉　（４人分）
トマト　　　　２個　　　　ピーマン　　　２個
キャベツ　　 1/4 個　　　　玉ねぎ    　     小１個
人参　　　　小１本　　　　ごぼう　　　  1/4 本
にんにく　　２かけ　　　　ベーコン   　     １枚
豆腐　　　　 1/2 丁　　　　えのき          　  ２束
しょうが汁　大さじ１　　　　オリーブオイル 　大さじ１
コンソメ　　　適量　　　　塩・黒こしょう　　適量

　
①ごぼうは、斜めに薄切りし水につけてあく抜きをしてお
　く。その他の野菜は食べやすい大きさに切っておく。
②オリーブオイルを熱し、薄切りにしたにんにくを香りが
　でるまで炒め、１cm くらいに切ったベーコンと玉ねぎ
　を加え、玉ねぎがしんなりするまで炒める。
③②に人参とごぼうを入れて炒め、トマト、ピーマン、キャ
　ベツ、えのきを入れ軽く火が通ったら、ひたひたになる
　まで水を加え、30 分程煮る。あくは丁寧にとる。
④しょうが汁を入れ味をみて、好みでコンソメ、塩・黒こ
　しょうで味を整える。
⑤豆腐を崩しながら入れて、軽くひと煮立ちしたらできあ
　がり。※カレーパウダー、タバスコでアレンジもあり。

〈作り方〉

デトックス☆スープ

｢ もう正月には太らない２｣

便
通
を
促
す
食
材
を
多
め
に
取
り
入
れ

る
こ
と
。
汁
物
な
ど
に
野
菜
を
多
く
入

れ
た
り
、
デ
ザ
ー
ト
に
果
物
を
加
え
た

り
、
お
や
つ
も
、
お
菓
子
で
は
な
く
サ

ツ
マ
イ
モ
や
果
物
に
す
る
だ
け
で
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
野
菜
を
摂
る
と
い
っ
て
も

農
薬
た
っ
ぷ
り
で
は
逆
効
果
で
す
か
ら
、

無
農
薬
や
有
機
野
菜
を
選
ぶ
こ
と
が
理

想
で
す
。

　デ
ト
ッ
ク
ス
料
理
に
適
度
な
運
動
を

プ
ラ
ス
し
て
、「
今
年
の
正
月
こ
そ
は

太
ら
な
い
！
」

◆
デ
ト
ッ
ク
ス
食
材

　ご
ぼ
う
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

バ
ナ
ナ
、
リ
ン
ゴ
、
し
そ
、
う
め
ぼ
し
、

し
ょ
う
が

　な
ど

からだに栄養
伊佐の味 食生

おいしいものでいきいき笑顔になるなる

Vol.15

ス
ー
プ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成のため、免許証な
ど、本人を確認できるものをご持参くだ
さい。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
あかりの湖畔　青山七恵　（出版：中央公論新社）
　たったひとつの家族だからこそ、打ち明けられ
ない「秘密」がある。大きな湖のほとりにある「お
休み処・風弓亭」の三姉妹。平穏な暮らしの中の
小さな分岐点が、彼女たちの運命を変えていく…。

　　　（新刊全点案内より引用）

【１月の休館日】
１月 10 日（火）・16 日（月）
　　 23 日（月）  ・30 日（月）

【図書館へ献本】
大迫嘉久さん　（霧島市）　　
山本澄子さん　（薩摩川内市）
永山保雄さん　（尾之上）　　
ISART　　　　（伊佐市）

【　児　童　】
どこいったん ジョン・クラッセン
わがままくまさん ねじめしょういち
ブリキ男よしあわせに 内田麟太郎
ツチノコ温泉へようこそ 中山聖子
へんしんかいじゅう あきやまただし

【　一　般　】
ルーズヴェルト・ゲーム 池井戸潤
ジェントルマン 山田詠美
名のないシシャ 山田悠介
領土 諏訪哲史
ヒア・カムズ・ザ・サン 有川浩

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　１月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　伊佐市立大口図書館

たのんだよぉ～

イラスト：長尾美紀さん

今年もたくさん
のご利用お待ちし
ています♪
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問
い
合
わ
せ
先

　市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　☎
�
１
３
１
１
○内
　　　　　　　　　　　　１１
２
８

問
い
合
わ
せ
先

　消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）

　☎
�
１
３
１
１
○内
　　　　　　　　　　　　１２
５
９

男
女
共
同
参
画
社
会

　国
の
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」
の
な
か
で
男
性
に
と
っ
て
の
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
基
本
的
方
向

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　男
性
自
身
の
男
性
に
関
す
る
※
「
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
の
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
長
時
間
労
働
の
抑
制

等
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
り
、
男
性
の

地
域
生
活
や
家
庭
生
活
へ
の
参
画
を
進

め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ご
近
所
と
の
お
付
き
合
い
は
？
ど
う

し
た
ら
、
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
？

地
域
の
人
と
つ
な
が
り
た
い
！
な
ど
普

段
思
っ
て
い
る
疑
問
を
解
決
し
ま
せ
ん

か
。　県

で
は
「
男
性
の
た
め
の
地
域
デ

ビ
ュ
ー
講
座
～
今
か
ら
準
備
！
私
の
居

場
所
と
出
番
づ
く
り
～
」
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

日

　時

　２
月
19
日
（
日
）
14
時
～
17
時

場

　所

　か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

対

　象

　男
性

申

　込
　２
月
14
日
ま
で
に
か
ご
し
ま
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
０
３

　詳
し
く
は
、
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」
と

　は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
個
人
の
能
力

　等
に
よ
っ
て
役
割
の
分
担
を
決
め
る

　こ
と
が
適
当
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

　ず
、
男
性
、
女
性
と
い
う
性
別
を
理

　由
と
し
て
、
役
割
を
固
定
的
に
わ
け

　る
こ
と
。簡
単
に
言
う
と「
男
は
仕
事
、

　女
は
家
庭
」 

や
「
男
は
主
要
な
業
務
、

　女
は
補
助
的
業
務
」
な
ど
、
性
別
で

　役
割
を
決
め
て
い
る
こ
と
。

一
人
で
悩
ま
ず　勇

気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
ま
す
。

開
催
日

　１
月
11
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時

　間

　13
時
30
分
～
16
時

場

　所

　大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
契
約
は
成

立
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
画
面
の
ク
リ
ッ
ク
は

よ
く
考
え
て
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
申
し
込
み
の
ク
リ
ッ
ク
の
後

に
、
本
当
に
こ
の
内
容
で
契
約
す
る
か

確
認
す
る
画
面
が
な
い
場
合
、
消
費
者

は
業
者
に
、
契
約
は
無
効
で
す
と
主
張

で
き
ま
す
。

【
か
し
こ
い
消
費
者
度
チ
ェ
ッ
ク
】

　子
ど
も
た
ち
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お

正
月
で
お
金
を
持
っ
て
い
る
時
期
で
す
。

こ
の
機
会
に
消
費
生
活
に
つ
い
て
も
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

  

問
題
1
．

　ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
お
こ
づ
か
い
を

使
っ
て
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
に
は
内
緒
で
し
た
が
、
未
成
年
な
の

で
お
母
さ
ん
が
契
約
を
取
り
消
し
て
、

使
っ
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
え
ま
す
か
。

①
返
し
て
も
ら
え
る

②
返
し
て
も
ら
え
な
い

  

問
題
2
．

　大
好
き
な
ア
イ
ド
ル
の
Ｃ
Ｄ
を
買
い

た
い
の
で
す
が
、
お
こ
づ
か
い
が
足
り

ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

①
友
達
か
ら
お
金
を
借
り
て
買
う

②
お
こ
づ
か
い
を
貯
め
て
か
ら
買
う

  

問
題
3
．

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

無
料
の
ア
イ
ド
ル
の
サ

イ
ト
を
見
て
い
た
ら
、

有
料
サ
イ
ト
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
、「
8
万

円
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
メ
ー
ル
が
き
ま

し
た
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

①
「
間
違
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
ま
し
た
」

　と
電
話
す
る

②
家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
市
町

　村
役
場
に
相
談
す
る

答
え
：
問
題
1
②
問
題
2
②
問
題
3
②

未
成
年
者
契
約
の
取
消

　未
成
年
者
（
満
20
歳
未
満
）
が
契
約

す
る
場
合
、
親
の
同
意
が
必
要
で
す
。

親
が
同
意
し
て
い
な
い
契
約
は
、
本
人

ま
た
は
親
が
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
」

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
契
約
は
成
立
す
る
の
？

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
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‐
結
い
‐

　日
々
の
生
活
の
中
で
、「
他
人
に
支
え

ら
れ
て
い
る
」
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　古
く
は
「
結
い
（
ゆ
い
）」
と
呼
ば
れ

る
地
域
連
携
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
労
働

力
を
対
等
に
交
換
し
あ
っ
て
、田
植
え
・

稲
刈
り
、
農
の
営
み
や
住
居
な
ど
生
活

の
営
み
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
「
支
え
あ
い
」
で
し
た
。

　し
か
し
、
農
作
業
の
機
械
化
や
人
々

の
住
環
境
も
向
上
し
て
い
く
な
か
、「
結

い
」
の
精
神
は
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

‐
今
で
も
支
え
ら
れ
て
い
る
‐

　火
事
や
災
害
時
な
ど
の「
非
常
事
態
」

に
活
躍
す
る
消
防
団
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
、
普
段
か
ら
訓
練
や
備
品

の
整
備
、
啓
発
活
動
に
多
く
の
時
間
を

費
や
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
自
宅
に
届
け
ら
れ
る
広
報
紙
、

道
路
わ
き
に
植
え
ら
れ
た
花
々
、
暗
い

夜
道
を
照
ら
す
防
犯
灯
、
横
断
歩
道
に

立
ち
子
ど
も
た
ち
を
見
送
る
笑
顔
、
何

『
結
い
の
ま
ち
』

問
い
合
わ
せ
先

　市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係

　☎
�
１
３
１
１
○内
　１
１
２
７

～
と
も
に
支
え
あ
う　

ま
ち
づ
く
り
～

気
な
い
日
常
の
中
で
、
私
た
ち
は
多
く

の
人
々
の
活
動
に
よ
り
、
支
え
ら
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

‐
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
‐

　景
気
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎

化
な
ど
、
伊
佐
市
が
抱
え
る
問
題
は
、

も
は
や
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

　市
で
は
「
市
民
だ
れ
も
が
活
躍
で
き

る
自
治
づ
く
り
」
の
基
本
方
針
の
も
と
、

安
全
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
市
民
参
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
市
民
参
画
の
中
心
と
な
る
の
が
、

自
治
会
や
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
、
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
魅
力

あ
る
自
治

会
・
校
区
、

そ
し
て
伊

佐
市
に
つ

な
が
っ
て

い
く
の
で

す
。

山野校区の鬼火焚き情報（H23.12.12 現在）
１月１日（日）17 時～　小木原下
　　　　　　　17 時 30 分～　上松
１月２日（月）17 時～　井立田
　　　　　　　18 時～　小木原東・石井
１月 3 日（火）18 時～　小川内
１月 7 日（土）18 時～　本町
　各自治会で実施していますが、地区外から
の参加も大歓迎です。
問い合わせ先・山野校区コミュニティ協議会

☎�０４０７（月・水・金に限る）

●イベント情報などは、各校区のコミュニティ
　協議会を通じてご連絡ください。毎月 10 日
　締切で、翌月号のこのコーナーで紹介します。
　※内容や紙面の都合により、掲載できない場
　　合もあります。

共生協働推進係からお知らせ

▲校区まちづくり会議（南永校区）

　昨年 12 月から、校区コミュニティ
協議会が中心となり、“5 年後、10 年
後の校区の将来を創造しよう！”と、

「校区まちづくり会議」がはじまって
います。
　会議では、地域の課題を共有し、そ
こにある資源・宝を活かすために、今
年８月を目標に、「校区振興計画」を
つくり上げていきます。
　地元コミュニティ協議会からの協力
要請がありましたら、積極的な参加を
お願いします。
　「結いのまち」のコーナーでは、“と
もに支えあう  まちづくり”をめざし
て、さまざまな情報を発信していきま
す。今後もご期待ください。

コミュニティ通信

第
１
回




